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一人の 乞食の 小僧が 山の 奥深く 迷い 入って、 今まで 

人間の 行った 事の ない 処 まで 行く と、 そこに 猿の 都と 

いう ものが あった。 

猿の 都 は 広い 野原と 深い 森に 囲まれた 岩の 山で、 そ 

の 岩に は 沢山の 洞穴が 出来て いて、 まるで 大きな お 城 

のように なって、 その 中に 沢山の 猿が 住まって キヤ ッ 

キヤと 騒ぎ まわって 日 を 送って いるので あった。 乞食 

小僧が そこへ 来る と、 猿 共 は 人間 を 珍ら しがって 大勢 

まわりに 集まって 来たが、 何と 思った か、 皆で 小僧 を 



人に なった。 枝から 枝へ 飛び 渡ったり、 足 を 引っかけ 

て ブラ 下ったり、 身の 軽い 事 鳥の ようで、 地面の 上 を 

歩く よりも 木の 上 を躯け まわる 方がず つと 早い 位に 

うち 

なった。 その 中に 猿の 言葉 はいう に 及ばず、 いろいろ 

jj- も の お ま 

な 獣 や 鳥 や 虫の 言葉まで すっかり 記憶え てし まった 

ので、 今 は 遊び 友達が 大変に 殖えて、 いよいよ ここが 

面白くて 面白くて 堪らない ようにな つ た。 

すると 或る日の 事、 猿の 王様の 処で 大変な 評議が 始 



かった。 ハツと 驚いて よく 見る と、 庖丁 は 木の 幹に 

突っ立つ ていて、 小僧の 姿 は どこへ 行った かわから な 

かった。 

「ャ— ィ。 馬鹿野郎。 間抜け 野郎。 ここまでお 3k で。 

甘酒 進上」 

と 云う 声が 木の 上から きこえて 来た。 それと 一 所に 

水が バラ バラと 降って 来た。 見る と 小僧 はいつ の 間に 

か 木の 上に 躯け 上って、 三人に 小便 をし かけて いた。 

三人 は 怒るまい 事 か、 鹿 丁 を 口に 啣ぇ、 手ん 手に 木に 

登り 初めた が、 三人が 小僧の 傍まで 来る と、 小僧 は 又 

つ ますます 

一段 高い 処に 登って 散々 に 悪態 を 吐いた。 三人 は 益 



憤って、 どこまでもと 追いつめた。 そしてと うとう 一 

番 天辺まで 来る と、 小僧 は 鳥の ように 隣り の 木の 枝へ 

すべ 

飛び移って、 ス ルス ルと 地面へ ヒリ 降りて 砂原へ 来て、 

十三 人の子 供 を 船に 乗せて 帆 を 揚げた。 三人の 悪者が 

木から 降りた 時 は、 船 はもう 沖の 方へ 出て いて、 只 小 

僧の 声ば かりが 岸まで 聞こえて いた。 

ざま 

「馬鹿 ャ ー ィ。 態 を 見ろ ャ ー ィ。 小便 引っかけられ や 

が った，^ -— ィ」 



私達 は 都の 子供 

都合 合せて 十三 人 

生き肝 取りに かどわかされて 

手 をば 縛られ 口 ふさがれて 

青い 壺 をば 背に 負わされて 

歩け 歩け と 打ちた たかれて 

野 越え 山越え 悲しい 旅路 

泣いても 泣いても 声 は 出ぬ 

船 は 帆 揚げて P 越えて 

砂の 浜辺に 座らせられて 



胸 を 割かれて しま つ たなら ば 

あとに 残る は 只 生き肝と 

肝 を 封 じた 青い 壺 

不思議の l1 命 を 助かって 

都へ 帰る 十三 人 

4k 叩の 代りに 首から かけた 

壺 は青壺 瀬戸物 壺ょ 

中に 溜る は 助かる 生命 

うれし うれしの 喜び 涙 

又は 父 様 母 様 恋し 



あに いも-つと 

兄 様 姉 様 妹 弟 

恋し 恋しの なげきの 涙 

又は この 歌き く 人々 の 

清い 尊い 情の 涙 

たまりた まった 行く末 は 

遠く 遠くの 都まで 

やがて 帰った その 時に 

土産に する もの 一 つ 

汲んで 尽きせ ぬ 人間の 

涙を湛 えた 青い 壺 

いのち 

ほんに 私の 生命の 壷よ 



おおかた こぼ 

ております。 大方 砂糖 車から 零れた のでしょう」 

小僧 は そこへ 行って 見る と、 成る 程 沢山の 砂糖が 散 

らばって 落ちて いた。 それ を 掃き集めて その 半分 を 蟻 

の 穴の 傍へ 持って行って やる と、 蟻 共 はもう これ だけ 

で 穴に 這 入り 切らないと 云って 喜んだ。 小僧 は あとの 

半分 を 持 つて 引つ 返して、 森の奥 深く 這 入 つて 行った。 

やが て 生 き 肝 取り の 悪者 三人が やって来 ると、 小僧 

は 往来の 真中へ 飛 出して 大きな 声で 笑った。 

r ャ— ィ。 又 来 やが つたな。 馬鹿野郎 共。 今度 は あべ 

いのち 

こべに 生命 を 取って やる ぞ。 その 前に これで も 喰ら 

大」 
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